
ライブ！公共                                     教師用  

ゼミナール公共(p.231-232) 

 

 ゼミナール公共 ｢将来に向けたマネープランを立てよう｣ 

 

限りあるお金をどう使う？ 

（1）給与明細についての説明として最も適切なもの選び、番号に〇をつけよう。 

① 「差引支給額」とは、「基本給」と「残業手当」を足したものである。 

② 「総支給額」からは、税や社会保険料などが差し引かれている。 

③ 実際に手元に残る収入は、「総支給額」から「総控除額」を引いたものである。 

④ 給与明細だけでは、いわゆる「手取り」は分からない。 

 

 
 

（2）A～H は一人暮らしで想定される出費の項目である。それぞれの項目について、選択肢①～③のう

ち、あなたにとって望ましいものの番号に○をつけよう。 

 

 

（3）（2）で選んだ番号をもとに、①および②に金額を書き込もう。もしも、②の金額がマイナス（赤

字）になってしまう場合は、（2）の選択を見直してみよう。 

（1）よりおおよそ

の「手取り」 

－ 

A～H の合計 

＝ 

差額（余剰資金） 

17.5 万円 

あなたの考えに最も近い選択肢の費用の

合計は 

①（  15.8  ）万円 

②（ 1.7 万 ）円 

（例） 

←給与明細の例   
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（例） 



資産形成をどのように考える？ 

（1）図を参考に、資産運用における①～③の場面について、最適な金融商品をそれぞれ線でつなごう。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたならどんなマネープランを立てる？  

（1）図を参考に、将来あなたが実現したいことを考えてみよう。 

 

 

（2）毎月 2.5 万円を元本に金融商品を選べるとした場合、（1）で決めた「実現したいこと」に向けて、

あなたならどの金融商品にいくら割り振るだろうか。理由も記入しよう。 

 

あなたが実現したいこと 

（ 1 ）年後に、 

（  運転免許を取得  ）したい。 

そのためには、約（  30  ）万円が 

必要になる。 

預金 債権 株式 投資信託 

（      ）万円 （      ）万円 （      ）万円 （      ）万円 

なぜなら、 
 

 

 

 

 

から。 
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【場面③】日々の生活のために、リターンは少なくても、必要な

時にすぐに換金できるようにしたい。 

株式・ 

投資信託 

【場面②】余剰資金をもとに、安全性が低くても、長期的にみて

大きなリターンの可能性がある方法で運用したい。 

【場面①】老後に備えるために、リスクとリターンのバランスが

とれた方法で、時間をかけて運用したい。 
預金 

債券 ・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

↑主な金融商品  ↑さまざまな金融商品のリターン（収益） 

預金によって運転免許取得のための資金を確実に貯めつつも、投資信託にも割り振る

ことで預金以上のリターンを確保し、余剰資金を残すことを目指す 

（例） 

（例） 

1.5 0 0 1 

↑10 年間で起こりうる“大きな出費”の例 


